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問題設定

行政資源としての番号制度の多様性
近代国家の特徴
制度変化
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スペイン継承戦争

ジェンキンズの耳戦争
オーストリア継承戦争

七年戦争
アメリカ独立戦争

フランス革命・ナポレオン戦争

出典：Mann (1986)
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出典：Mann (1993)



近代官僚制の純粋型
（M. ウェーバー）
法的規則に基づく職位と権限の設定⇔裁量と交渉

上下関係の体系（官職階層制および審級制の原則）⇔封建的主従関係（君主と家臣）

文書に基づく職務執行、職務上の資材と私有物とを区別⇔官職の私有

専門的能力に基づく任用（上級機関による任命）⇔個人的忠誠に基づく任用

専業の官僚⇔兼職的名望家行政

一般的な規則による職務執行⇔恣意的な権力行使



官僚制化の諸局面
（M. マン）

第一局面 (1700-1780)

軍事優先体制

→行政の非人格化
vs 分断統治戦略

第二局面 (1780-1850)

政党民主政の発展

→行政の管掌範囲の拡大
vs 管掌範囲の制約

第三局面 (1850-1914)

資本主義的工業化

→単一支配的秩序
vs 猟官制度



社会の「包摂」
（J. トーピー）
市民は、なぜ国家による監視を受け入
れるのか？

パスポートによる移動の制限
「読み取り可能な」社会の形成（J. スコット）

包摂される人々と、排除すべき人々の区別

→「正統」な移動の手段の独占

→国民の境界を決定
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制度変化の二つの道
（J. マホーニー& K. セレン）

強力・外生的な力

（戦争、恐慌など）
制度の置き換え

フィードバック

転用 併設
制度の漸進的発展





権威主義体制下

で工業化

1869年の立法

免許制導入(the 

Gewerbevereine)

免許制拡大

産業別労働組合

重工業産業の

技能訓練

技能の標準化

決定的分岐点

フィードバック

併設

転用

ＷＷⅠ

産業革命

1800年の立法

労働組合の結成を

禁止

職業訓練システム

は成長しない

ドイツ

イギリス



『読売新聞』
1970年11月24日

「この構想は、行政改革の一環とし

て、さる四十三年八月、政府が「電

子計算機利用の今後の方策」を閣議

決定、この趣旨にそって検討してい

るものだが、ようやく実現に向かっ

て一歩進むわけだ」



アーサー・R. ミラーの講演会





東京都中野区の区民マスターテープ（1966年）

住民番号
（住民ナンバー）



政策の窓
（J. キングダン）
合理的な意思決定との違い
問題への対応として解決策が生まれたわけではない

解決策が問題を見つけて、それにくっつく

増分主義との違い
非連続的な変化

変化の結果を事前に予測するのは難しい



時期 アジェンダ 政策の窓 社会問題 政治の流れ

1960年代 統一個人コード 行政改革（課題：
電子化する際の効
率性向上）

労働組合の「反合理化
闘争」

1980年代 グリーンカード 行財政改革（課
題：徴税の効率性
向上）

大蔵省と自民党を巻き
込んだ権力闘争

2000年代 マイナンバー 社会保障・税一体
改革（課題：行政
の効率性向上）

「消えた年金記
録」問題

政権交代



日本

韓国

アメリカ

スウェーデ
ン

ドイツ

壬申戸籍

1871

明治19年式
戸籍
1886

民籍法制定
1909

朝鮮戸籍令
制定
1923

（第二次世界大戦終結）

運転免許証
番号統一
1966

基礎年
金番号
1997

行政サービスの拡大

行政サービスの拡大

社会保障番号
(SSN)
1935
行政サービスの拡大

行政サービスの拡大

行政サービスの拡大





まとめ

制度選択の順序の違い→制度的な差異

•日本：行政サービスの拡大→情報化と分権的な番号制度

•韓国：冷戦と番号制度の集権化→行政サービスの拡大

比較対象の拡大→番号制度の多様性の理解
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